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三陸海岸北部の最終間氷期海成段丘の被覆層中に認められるテフラの同定・対比
Identification and correlation of tephras in aeolian deposits covering marine terraces on
the northern Sanriku Coast
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三陸海岸北部とその周辺地域における地形学・地質学的研究はかねてより数多く行われている．青森県上北平野では，
最終間氷期海成段丘の対比・編年に有効な Toya（112-115 ka：町田・新井，2003）や各テフラの層位と層相の詳細，およ
び記載岩石学的特徴が明らかにされている（宮内，1988；桑原，2009，2010）．一方，八戸より南の三陸海岸北部では，
米倉（1966）によって地形と堆積物の観察から海成段丘が対比されているが，段丘の編年学的研究に乏しい．そこで，本
研究では火山灰編年に基づく三陸海岸北部の最終間氷期海成段丘の対比・編年を目的に，既に段丘の編年学的研究が行
われている上北平野を模式地とし，露頭調査で見いだされた各テフラの層位および層相，火山ガラスの形態・屈折率か
ら予察的にそれぞれのテフラの同定・対比を行った．本発表では，段丘の対比・編年の際に鍵層となりうるテフラの層
位や層相，記載岩石学的特徴について述べる．
本研究では，まず空中写真判読を行い，既存研究で最終間氷期に形成されたとされている海成段丘を中心に段丘面区分

を行った．現地調査では，段丘構成層の観察，テフラの記載・試料採取を行った．テフラ分析では，粒径を 1/8-1/16 mm
に揃えた試料に対して，偏光顕微鏡による観察を行い，粒子組成と火山ガラスの形態を明らかにした．また，一部試料
に対して RIMS2000を用いて火山ガラスの屈折率測定を行った．
上北平野では，最終間氷期の海成段丘である高館面（宮内，1985）が広く認められる．本研究では，高館面を覆うテ

フラの模式露頭である八戸市見立山（宮内，2001）においてテフラ試料を採取した．宮内（2001）の記載をもとに各テ
フラを上位から，To-H，To-BP1，To-G，To-Kb，To-Ok2，To-AP，Toya，ZP2に対比した．以下，特徴的なテフラの詳細
を示す．To-Hは層厚約 1 mで，降下ユニットが複数見られる．また，火山ガラスの含有率が高く，パミス型の火山ガラ
スを多く含む．To-Ok2は層厚約 25 cmで，主に粗粒な軽石から構成される．To-APは層厚約 20 cmで，上部に青灰色の
岩片を含む．Toyaは灰白色の細粒火山灰で火山ガラスの含有率が高く，その形態は主にバブルウォール型である．火山
ガラスの屈折率は n=1.493-1.497を示し，Toyaの特徴（町田・新井，2003；桑原，2010）と一致した．
三陸海岸北部では，最終間氷期の海成段丘面とされる種市面（米倉，1966）が標高 20-30 m付近に認められる．現地

調査の結果，種市面の段丘構成層は現成の海浜堆積物と同様の淘汰の良い砂層・円礫層であるため，海成層と考えられ
る．また，その段丘面を覆う 4層のテフラが認められ，上位からテフラ 1-4と呼称し，上北平野のテフラとの対比を行っ
た．テフラ１は被覆層上部にあり，複数の降下ユニットから構成される．火山ガラスの形態はパミス型で，その屈折率
は n=1.503-1.513であった．これらの特徴は上北平野の To-Hと類似することから，テフラ 1は To-Hに対比できる．テ
フラ 3は上部に青灰色の岩片を含むことから To-APに，テフラ 2はテフラ 3との層位関係や宮内（1985）に示される等
層厚線図から To-Ok2である可能性が高い．テフラ 4は，火山ガラスの含有率が高く，その形態がバブルウォール型であ
ることから Toyaに対比される．
本研究では上北平野の高館面を模式とし，三陸海岸北部の種市面を覆う 4層のテフラを To-H，To-Ok2，To-AP，Toya

に対比した．また，Toyaが海成層の直上にあることから，種市面は高い確度で最終間氷期の海成段丘に対比される．発
表時には，上記の各テフラの記載に，より詳細な記載岩石学的特徴を加え，各テフラの同定・対比を行うとともに，段丘
面の地形的特徴や構成層の特徴を加味し，総合的な段丘面の対比・編年結果を報告する予定である．
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